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令和５年度「地域福祉に関する住民アンケート調査」結果 

 

 

 

（１）調査の仕様 

調査地域 朝日町全域 

調査対象 令和５年８月１日現在に朝日町に在住している２０歳代～７０歳代の

住民 

サンプル数 ５００人 

抽出方法 層化無作為抽出 

調査方法 質問紙法（郵送） 

調査期間 令和５年９月１１日～９月２９日 

 

 

（２）回収状況 

配布数 回収率 男性 女性 未記入 

５００ ２３３ ９３ １３３ ７ 

回収率 ４６．６％ １８．６％ ２６．６％ １．４％ 

 

 

 

（３）年齢別人数 

 

年代 人数 比率（％） 

２０歳代 13 ５．６ 

３０歳代 14 ６．０ 

４０歳代 19 ８．２ 

５０歳代 36 １５.５ 

６０歳代 62 ２６.６ 

７０歳代 82 ３５.１ 

未記入 7 ３.0 

合計 233 １００ 
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問１・問２ 

 

調査対象者は、全体で２３２名（回収率４６％）。２０代１３名、３０代１４名、４０代１９

名、５０代３６名、６０代６２名、７０代８２名、未記入者７名。 

 

 

 

問４ 

 

 

「無職」が最も多く３０.0％、ついで「会社員」が２５.3％、「パート」１2.4％となった。

平成２８年は「会社員・団体職員」が３５．８％、ついで「無職」が２０．７％だった。 
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農林漁業 

会社員 

公務員 

学生 

パート 

家事専業 

無職 

その他 

無回答 

n=232 あなたの職業は 
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問５・５－１ 

 

「親と子の世帯」が最も多く４４.8％、ついで「高齢者」が２６.0％、「３世代」が２

2.4％となった。平成２８年度は、「親と子の世帯」が最も多く４１.0％、ついで「親・

子・孫の世帯」が２９．４％、「高齢者世帯」が１７．９％であった。 

 

問６ 

 

「関わっていない」との回答が３８．７％と一番多く、次に「自治振興会、町内会役員」

が２７．１％となった。平成２８年度は、「関わっていない」との回答が３２．２％と一

番多く、次に「自治振興会、町内会役員」が２４．１％だった。 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 高齢者 

夫婦 

親と子 

 3世代 

その他 

家族構成・年代別 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

26.0% 

5.7% 

22.4% 

44.8% 

1.0% 

n=192 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自治振興会、町内会役員 

民生委員児童委員 

福祉団体役員 

老人クラブ役員 

女性団体役員 

ボランティア団体役員 

ケアネット活動協力員 

児童会・スポーツ少年団 

その他 

関わっていない 

地区での役割 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

38.7% 

3.5% 
2.3% 

5.1% 

5.5% 
 2.0% 

1.2% 

6.3% 
 

27.1% 

8.6% 
 

n=256 
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問７ 

 

「いずれもない」の回答が60.2％と一番多い結果となった。ついで「介護を必要す

る方」が 10.4％となった。平成２８年度は「介護を必要とする方」が 3.5%だった。 

 

問８ 

 
「自分や家族の将来のこと」が 23.8％、「健康に関すること」が 14.4％、「経済面

に関すること」12.1％となった。平成２８年度は、「自分や家族の将来のこと」が２

０.1％、「健康に関すること」が 1８.1％、「経済面に関すること」1０.3％だった。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

介護を必要とする方（認知症以外の方） 

認知症の方 

身体に障がいのある方  

知的障がいのある方 

精神障がいのある方 

難病をお持ちの方 

ひきこもり状態にある方 

虚弱のため就労できない方 

就労先がなかなか決まらない方 

その他 

いずれもない 

自身または家族の状況 

高齢者 夫婦 親と子 3世代 その他 

n=221 

 

1.4% 

1.4% 
1.4% 

1.8% 
3.6% 

5.0% 

3.2% 
5.9% 

5.9% 

10.4% 

60.2% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

自分や家族の将来のこと 

子育てに関すること 

健康に関すること 

介護（介助）に関すること 

仕事に関すること 

住まいに関すること 

経済面に関すること 

人間関係に関すること 

災害に関すること 

外出時の交通手段に関すること 

銀行や書類の手続きなど 

治安に関すること 

今は特にない 

その他 

悩みや不安 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

n=455 

23.8% 

14.4% 
5.8% 

4.3% 
5.8% 

12.1% 
4.9% 

4.5% 

4.3% 

3.4% 
1.6% 

1.8% 
12.4% 

0.9% 
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問８－１ 

 

「家族・親族」が一番多く 26.5%、「近所の知人・友人」が 22.4%となった。平成２

８年度は「家族・親族」が 47.2%、ついで「「近所の知人・友人」が 18.8%であった。

平成２８年度よりも専門機関へ相談する方が増えている。 

 

 

問９ 

 

「人と交流することが減った」が一番多く 30.7％、ついで「変わらない」が 30.1％

となった。 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

家族・親族 

近所の知人・友人 

民生委員児童委員 

自治会・地区社会福祉協議 

福祉・介護サービスの事業所 

行政の担当窓口 

専門の相談窓口 

インターネットのサイト 

社会福祉協議会 

どこに相談してよいのかわからない 

誰にも相談できない 

相談しようとは思わない 

その他 

相談する相手 

高齢者 夫婦 親と子  3世代 その他 

n=464 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

家計が苦しくなった 

人と交流することが減った 

仕事が減った 

健康状態が悪くなった 

物事に対して消極的になった 

家族との時間が増えた 

IT（インターネット等）を活用して生活が便… 

変わらない 

その他 

新型コロナウィルス感染による生活変化 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

n＝326 

26.5% 

22.4% 
1.3% 

1.9% 
8.6% 

7.3% 

7.8% 
1.9% 

2.4% 

1.3% 

8.6% 

2.6% 

7.1% 

12.3% 

4.6% 

4.0% 

30.7% 

2.1% 

30.1% 

3.7% 

5.5% 
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問１０ 

 

「立ち話をする程度」が42.7%、「挨拶をする程度」が36.5%、「家を行き来し、助

け合いができる関係」が 13.3%となった。平成２８年度では、「立ち話をする程度」

が39.8%、「挨拶をする程度」が33.2%、「家を行き来し、助け合いができる関係」

23.0%だった。 

 

問１０－１ 

 

「機会が少ない」が一番多く 34.8%、ついで「気持ちはあるが消極的」が 26.1%

となった。平成２８年度は「機会が少ない」が４５.0％、避けているが３２.5％だっ

た。 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

家を行き来し、助け合いができる関係 

立ち話をする程度 

挨拶をする程度 

ほとんど付き合いがない 

近所との関係 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

n=241 

7.5% 

13.3% 

42.7% 

36.5% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

機会が少ない 

避けている 

気持ちはあるが消極的 

その他 

「ほとんど付き合いがない」方の理由 n=23 

34.8% 

17.4% 

26.1% 

21.7% 
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問１１ 

 

「いいえ」が 86.9%でどの世代でも多く占めている。「はい」は 13.1%であった。 

 

 

 

問１１－１ 

 
「付き合い方」が 37.5%、「境界線」25.0％となっている。 

 

 

 

 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

20代 

30代 

40代 

50代 

60代 

70代 

近所付き合いで困っていることがある 

はい いいえ 

31.7% 

0.5% 

0.9% 

1.4% 

1.8% 

4.5% 

4.1% 

はい     13.1% 

いいえ 86.9% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

いやがらせ 

境界線 

付き合い方 

騒音 

ゴミの問題 

その他 

「はい」と答えた方の理由 n=32 

 

23.1% 

6.8% 

5.9% 

3.1% 

25.0% 

12.5% 

37.5% 

3.1% 

18.8% 

14% 

5.4% 

２１．７％ 

１７．４％ 
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問１１－２ 

 

相談相手として「家族・親族」が一番多く 26.1％、「相談していない」も２６.1％で

あった。 

 

 

 

問１２ 

 
「相談を受ければお手伝いをする」が一番多く 28.3%、ついで「できることがあれ

ばお手伝いする」が 26.5%であった。平成 28 年度は「できることがあればお手

いする」が最も多く 31.2%、ついで「相談を受ければお手伝いをする」が 28.8%

であった。 

 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

家族・親族 

知人・友人 

町内会長・班長 

民生委員児童委員 

行政相談 

法律相談 

悩みごと相談 

相談していない 

どこに相談してよいかわからない 

その他 

誰に相談しましたか n=46 

 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

できることがあればお手伝いする 

相談を受ければお手伝いをする 

町内会長や民生委員児童委員等に連絡・相… 

役場や専門機関で相談するよう促す 

何もしない 

わからない 

その他 

ご近所で困っている世帯があったら 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

n=283 

 

26.1% 

13.0% 

4.3% 

0% 

0% 

26.1% 
8.7% 

13.0% 

6.5% 

2.2% 

26.5% 

14.1% 

15.9% 

1.4% 

8.5% 

5.3% 

28.3% 
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問１３ 

 

「地域のイベントの手伝い」が一番多く 21.1%、ついで「草むしりなどの環境整備」

が 20.5%、「特にない」が 16.9％であった。平成２８年度は「地域のイベントの手

伝い」が 20.0%、ついで「特にない」が 19.3%だった。 

 

問１４ 

 

「雪かき」が一番多く 22.1%、ついで「見守りや声かけ」が 16.3%となった。平成

28年度は、「雪かき」が 17.8%、ついで「見守りや声かけ」が 17.4%であった。 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

見守りや声かけ 

話し相手・相談相手 

買い物、外出支援 

家事援助（食事・洗濯・掃除） 

子供の預かり 

保育園の送迎 

草むしりなどの環境整備 

事務的な補助や役所等の手続き 

雪かき 

地域のイベントの手伝い 

ゴミ出しの手伝い 

その他 

特にない 

地域の中で協力していること 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

n=332 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

見守りや声かけ 

話し相手・相談相手 

買い物、外出支援 

家事援助（食事・洗濯・掃除） 

子供の預かり 

保育園の送迎 

草むしりなどの環境整備 

事務的な補助や役所等の手続き 

雪かき 

地域のイベントの手伝い 

ゴミ出しの手伝い 

その他 

特にない 

協力してほしいこと 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

n=362 

11.4% 
8.4% 

1.2% 
0.3% 

0.3% 
20.5% 

2.5% 
13.5% 

21.1% 

2.4% 
1.2% 

16.9% 

0.3% 

16.3% 
9.4% 

6.4% 

14.6% 

0.6% 
1.1% 

10.8% 
3.3% 

22.1% 
8.6% 

4.1% 

1.7% 

1.1% 
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問１５ 

 

「地区や町内の活動」が一番多く 22.3%、ついで「何ができるかわからない」が

17.1%となった。平成 28 年度は、「地区や町内の活動」が 25.5%、「見守り」「何

ができるかわからない」が 13.4%だった。 

 

問１６ 

 

「はい」が 57.4%、「いいえ」は 42.6％。平成２８年度は、「活動内容もだいたい知

っている」が 26.1%、「活動内容はよく知らない」は 51.3%、「知らない」が

22.6%だった。 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

地区や町内の活動 

子供の育成活動 

趣味や特技を活かした活動 

話し相手や声掛けなどの見守り 

運転ボランティア 

古切手の収集 

環境に関すること 

災害時のボランティア活動 

何ができるかわからない 

関心がない 

その他 

協力してもよいと思うもの 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

n=363 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

はい 

いいえ 

社協を知っていますか 

20代 30代 40代 50代 60代 70代 

n=223 

22.3% 
4.7% 

6.3% 
4.1% 

3.3% 
12.4% 

11.6% 

11.6% 
17.1% 

4.4% 

2.2% 

57.4% 

42.6% 
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問１６－１ 

 

「ふれあい・いきいきサロン」が一番多く 14.9%、ついで「日本赤十字社の業務」が

9.0%、「共同募金運動の業務」8.5%となっている。平成２８年度は、「ふれあい・

いきいきサロン」が 16.1%、ついで「共同募金運動の業務」8.5%、「民生委員児童

委員協議会の業務」が 10.9%であった。 

問１７ 

 

「一人暮らし・高齢者世帯への生活支援」が一番多く 17.4%、ついで「要介護者や

その家族への支援」が 12.5%、「災害時の助け合いの体制づくり」8.6%となった。

平成 28 年度は 22.1%、「要介護者家族への支援」が 17.4%、「災害時の助け合

14.9% 
4.2% 

7.4% 
0.8% 

7.4% 
3.5% 
3.9% 

4.3% 
6.6% 

5.3% 
5.5% 

3.7% 
5.9% 

4.7% 
8.5% 

9.0% 
1.1% 

3.4% 

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

ふれあい・いきいきサロン 

ケアネット活動 

生活に関する総合相談の窓口 

車いすや、介護自動車の貸出し 

ボランティア活動に関する業務 

災害救援ボランティアに関する業務 

日常生活自立支援 

生活福祉資金の貸付・生活困窮者への就労支援相談 

地区社会福祉協議会の活動支援 

子育て支援や町民交流の場づくり 

訪問ヘルプサービス 

地域福祉活動計画の策定 

福祉団体への活動支援 

朝日町善意銀行の業務 

共同募金運動の業務 

日本赤十字社の業務 

民生委員児童委員協議会の業務 

朝日町いきいき連合会の業務 

あなたが知っている社会福祉協議会の活動・事業 n=623 

 

3.9% 
5.2% 

17.4% 
12.5% 

5.7% 
4.2% 

6.6% 
8.6% 

4.2% 
5.3% 

6.4% 
5.2% 

2.7% 
7.6% 

0.5% 
3.9% 

0% 5% 10% 15% 20%

子育てに関する支援体制の充実 

障害者（児）への生活支援 

一人暮らし・高齢者世帯への生活支援 

要介護者やその家族への支援 

生活が苦しい世帯への支援 

ひきこもりの世帯への支援 

地区・町内会・班への支援 

災害時の助け合いの体制づくり 

生きがい・交流の場づくり 

相談窓口の体制の充実 

福祉制度やサービスに関する情報提供や広報の充実 

外出時の交通手段の確保 

ボランティア活動の充実 

ホームヘルパーなどの訪問サービス 

その他 

わからない 

特に充実してほしい活動や事業 n=768 
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いの体制づくり」が 9.1%だった。 

問１８ 

 

「はい」と答えた方が 43.1%、「いいえ」と答えた方が 56.9%となった。平成 28

年度は、「はい」が 53.1%、「いいえ」が 46.9%だった。 

 

問１８－１ 

 

「一人暮らし・高齢者世帯への生活支援」が一番多く 22.0%、ついで「要介護者や

その家族への支援」が 18.5%、「地区・町内会・班への支援」14.3%となった。平

成28年度は、「一人暮らし・高齢者世帯への生活支援」が20.3%、ついで「要介護

者やその家族への支援」が 16.0%、「災害時の助け合いの体制づくり」が 11.8%

だった。 

 

43.1% 

56.9% 

はい  

いいえ  

地区社会福祉協議会を知っていますか  n=218 

 

5.9% 

8.7% 

22.0% 

18.5% 

14.3% 

0.0% 

10.8% 

10.1% 

5.2% 

0.3% 

3.8% 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

子育てに関する支援体制の充実 

障害者（児）への生活支援 

一人暮らし・高齢者世帯への生活支援 

要介護者やその家族への支援 

地区・町内会・班への支援 

災害時の助け合いの体制づくり 

生きがい・交流の場づくり 

孤立の防止 

ボランティア活動の発掘育成 

その他 

わからない 

地区社会福祉協議会に必要と思う活動 n=286 
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問１９ 

 

「災害が少ない」が一番多く27.8%、ついで「自然環境がよい」18.1%、「人と人と

のつながりや支え合いがある」14.4%、「元気な高齢者や優しい人、明るい人が多

い」が 14.0%となった。 

 

問２０ 

 

【地区別】 

14.4% 

14.0% 

5.4% 

3.8% 

27.8% 

2.7% 

12.4% 

18.1% 

1.4% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

人と人とのつながりや支え合いがある  

元気な高齢者や優しい人、明るい人が多い  

町内の楽しい行事やイベントがまた始まった  

自家用車がなくても移動がしやすい  

災害が少ない  

子育てがしやすい  

町内の役員が頑張ってくれている  

自然環境がよい  

その他  

あなたの地域の良いところ n=558 

13.0% 

1.9% 

2.2% 

5.1% 

5.9% 
6.0% 

3.8% 

11.6% 

7.9% 

3.0% 

1.1% 

10.1% 
8.6% 

11.3% 

4.6% 
3.3% 

0.6% 

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14%

高齢者のみ世帯の見守り 

障害者が地域で自立して生活するための支援 

生活習慣病等を予防するための健康づくりの取組み 

子育てしやすい環境づくり 

孤立死（孤独死）の防止 

災害が発生した際の安否確認や避難誘導 

交流の場づくり 

自力での除雪が困難な世帯への支援 

介護が必要な世帯への支援 

介護予防・介護知識の向上 

ひきこもり・とじこもりの支援 

空き家・空地対策 

町内会や各種団体の担い手不足 

若者が定着していない 

交通手段の確保 

ご近所との助け合い・つながり 

その他 

優先的に解決すべき課題（全体） n=631 
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「高齢者のみ世帯の見守り」が一番多く 13.0%、「自力での除雪が困難な世帯への

支援」が 11.6%、「若者が定着していない」11.3%、「町内会や各種団体の担い手

不足」が8.6%となった。平成28年度は、「高齢者のみ世帯の見守り」が14.6%、

「空き家・空地対策」11.6%、「若者が定着していない」9.8%、「除雪困難な世帯へ

の支援」と「担い手不足」が各 9.3%だった。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

境 

宮崎 

笹川 

泊一区 

泊二区 

泊三区 

五箇庄 

南保 

山崎 

大家庄 

優先的に解決すべき課題（地区別） 

高齢者見守り 障害者支援 生活習慣病対策 

子育て支援 孤立死（孤独死）防止 災害対応 

交流の場づくり 除雪支援 介護世帯支援 

介護予防 ひきこもり支援 空き家・空地対策 

担い手不足 若者定着支援 交通手段確保 

ご近所助け合い その他 

n=63


